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令和４年度 令和５年度 令和６年度

預 金 残 高 1 2 7 , 6 8 6 1 2 5 , 1 4 3 1 3 1 , 9 7 0
貸出金残高 5 1 , 1 5 4 5 0 , 7 9 3 5 0 , 3 8 3
自己資本比率 2 9 . 4 7 3 1 . 9 8 3 2 . 0 7

　　令和７年６月

　　　　　　　　気仙沼信用金庫

基本方針・経営方針・庶務の概要・
預金・貸出金・自己資本比率 挨　拶

《基本方針》

《経営方針》

《庶務の概要》

預金・貸出金・自己資本比率の推移

　気仙沼信用金庫第99期の業務報告にあたり、
会員皆様方の日頃からのご愛顧に衷心より厚く
御礼申し上げます。
　さて、令和６年度を振り返りますと、日銀が
平成28年から導入していたマイナス金利政策の
解除、イールドカーブコントロールの完全撤廃
により、長らく続いていた低金利時代の終焉に
より、金利のある世界へと大きく変わり、金融
政策の正常化とともにデフレ脱却を強く意識し
たところでございます。
　その一方で、今年１月に発足した米国新政権
の政策等も含め、年度後半には金融市場での不
透明感が増す動きもございました。

　基幹産業の水産業に関しては、カツオの豊漁により地元気仙沼魚市場
での生鮮カツオ水揚げ日本一を28年連続で達成、岩手県大船渡市では、
サンマ水揚げが数量・金額とも昨年度に引き続き本州一位を達成するな
ど明るい話題もありました。
　しかしながら、地域経済を支える中小零細企業の事業環境において
は、震災とコロナ禍による二重債務、歯止めがかからない人口減少や少
子高齢化による経済縮小や地価下落など、先行きへの不安感を払拭する
ことができない状況でもありました。
　このような中、当金庫運営におきましては、東日本大震災以後、加速
度的に進んでいる地域内人口減少などの地域課題に立ち向かうべく、地
域振興部を新設し、全事業所訪問を通じ地域の状況ならびに事業者が抱
える課題の把握、事業再生支援をはじめとした事業者の経営力強化に向
けた伴走支援に、これまで以上傾注し取り組んでまいりました。
　当金庫の業績でございますが、預金残高は粘着性の高い預金獲得を目
的として優遇金利を取り入れた定期預金や定期積金の新商品販売のほ
か、地公体預金の獲得により、対前年比68億円増加の1,319億円と８年ぶ
りに対前年末残高を上回ることが出来ました。
　また、貸出金残高は積極的な資金繰り支援や各種キャンペーン等の推
進を図ってまいりましたが、新規の設備資金等の需要の低迷に加え、ゼ
ロゼロ融資等の返済が進む中で真水分の開拓がそれに追いつかなかった
ことで目標を２.２億円下回る503億円となりました。
　損益状況では、マイナス金利政策の転換期を迎えて舵取りが難しい局
面ではありましたが、貸出や余資運用に適切に取り組んだ結果、最終損
益では１億４百万円を利益計上することができました。これにより前年
度繰越金と合わせて４億１千万円の剰余金処分案を本総代会に上程する
ことが出来ました。
　なお、金融機関の健全性を示す自己資本比率は、国内基準の４％を大
きく上回る32.07％となり、盤石な経営基盤を維持しております。
　国内の金融機関を取り巻く環境は大きく動きだし、ますます競争が激
化していく事が予想されます。
　またその中において当金庫の営業環境につきましても、人口減少によ
る地域経済の縮減懸念など様々な課題が山積しておりますが、これまで
以上に金融仲介機能ならびに地域金融機関としての存在感を遺憾なく発
揮し、地域の持続的発展に向けて役職員一丸となって貢献してまいる所
存ですので、会員の皆様方には、なお一層のご指導・ご鞭撻を賜ります
ようお願い申し上げます。
　結びに、会員皆様方のご健勝での益々のご活躍とご隆盛を心よりお祈
り申し上げ、ごあいさつと致します。

理事長　小　山　栄太郎

ごあいさつ
　当気仙沼信用金庫は、地元中小企業並びに地域住民のための金融機
関として「地元を育て地元で伸びる」をモットーに産業経済振興のため金融
の円滑化を図り、貯蓄の増強に資し、以って社会的使命の達成を期する。

1.　公共性をよく認識し、誠実、親切、迅速を旨として会員の期待に応える。
2.　顧客と地域の繁栄のため最善の奉仕を尽くし、頼りにされる金庫にする。
3.　リスク管理の徹底にて、資産の健全性に努め、盤石なる経営体制を構築する。
4.　清廉、敬愛、勤勉を旨とし、活力ある明るく楽しい職場作りに専念する。

　「総代会」
令和６年６月25日	 第98期通常総代会を開催し下記議案を付議、いずれも	
	 原案通り承認されました。
	 〈報告事項〉
	 第98期業務報告、貸借対照表及び損益計算書報告の件
	 〈決議事項〉
	 第１号議案　剰余金処分案承認の件
	 第２号議案　定款の一部変更の件
	 第３号議案　理事８名選任の件
	 第４号議案　監事３名選任の件
	 第５号議案　退任理事に対し退職慰労金贈呈の件
	 第６号議案　退任監事に対し退職慰労金贈呈の件

　「登記事項」
令和６年４月８日　出資総口数及び出資総額の変更登記を行いました。
令和６年７月３日　役員に関する事項および公告方法のアドレス変更登記を行いました。
令和６年７月17日　公告方法について変更登記を行いました。

☆自己資本比率は、国内基準の４％を大きく上回る3 2 . 0 7％となっており、高い水準
　を維持しております。

単位：百万円、％



（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

１．記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。
２．出資１口当たり当期純利益額　15円26銭
３．収益を理解するための基礎となる情報は、貸借対照表の注記において、重要な会計方針とあわせて注記しております。

（注）

第99期 貸借対照表〔令和７年３月３１日現在〕 第99期 損益計算書 令和６年4月 1日から
令和７年3月31日まで

科 目 金 額 科 目 金 額

（資産の部） 百万円 （負債の部） 百万円

現 金 1 ,753 預 金 積 金 131 ,970
預 け 金 51 ,054 当 座 預 金 1,261
買入金銭債権 1 ,151 普 通 預 金 70 , 970
金 銭 の 信 託 − 貯 蓄 預 金 158
有 価 証 券 47 ,299 通 知 預 金 −
国 債 1,081 定 期 預 金 56 , 625
地 方 債 1 ,597 定 期 積 金 2,278
社 債 24 , 497 その他の預金 675
株 式 20 借 用 金 1 ,142
その他の証券 20 , 102 借 入 金 1 ,142
貸 出 金 50 ,383 当 座 借 越 −
割 引 手 形 11 そ の 他 負 債 181
手 形 貸 付 7,100 未決済為替借 20
証 書 貸 付 38 , 473 未 払 費 用 88
当 座 貸 越 4,797 給付補填備金 1
そ の 他 資 産 1 ,041 未払法人税等 6
未決済為替貸 21 前 受 収 益 38
信金中金出資金 765 払 戻 未 済 金 2
前 払 費 用 11 その他の負債 24
未 収 収 益 203 賞 与 引 当 金 22
その他の資産 39 退職給付引当金 326
有形固定資産 1 ,095 役員退職慰労引当金 61
建 物 524 偶発損失引当金 62
土 地 361 繰延税金負債 −
建設仮勘定 119 債 務 保 証 6
その他の有形固定資産 89 負債の部合計 133 ,774
無形固定資産 6 （純資産の部）
ソフトウェア 3 出 資 金 7 ,836
その他の無形固定資産 3 普 通 出 資 金 336
繰延税金資産 70 優 先 出 資 金 7,500
債務保証見返 6 その他の出資金 −
貸 倒 引 当 金 △ 1,407 資 本 剰 余 金 7 ,500
（うち個別貸倒引当金） （△ 1,145） 資 本 準 備 金 7,500

利 益 剰 余 金 5 ,936
利 益 準 備 金 819
その他利益剰余金 5 , 117
特 別 積 立 金 4,707
当期未処分剰余金 410
処分未済持分 △ 4
会員勘定合計 21 ,268
その他有価証券評価差額金 △ 2,588
評価・換算差額等合計 △ 2,588
純資産の部合計 18 ,680

資産の部合計 152 ,455 負債及び純資産の部合計 152 ,455

科　　　　　　　　目 金　　　　　　　　額

千円 千円
経 常 収 益 1 ,663 ,083
資 金 運 用 収 益 1 ,521 ,217
貸 出 金 利 息 767 , 442
預 け 金 利 息 132 , 338
有 価 証 券 利 息 配 当 金 578 , 272
そ の 他 の 受 入 利 息 43 , 164

役 務 取 引 等 収 益 125 ,377
受 入 為 替 手 数 料 50 , 505
そ の 他 の 役 務 収 益 74 , 872

そ の 他 業 務 収 益 1 ,464
外 国 通 貨 売 買 益 -
国 債 等 債 券 売 却 益 -
国 債 等 債 券 償 還 益 93
そ の 他 の 業 務 収 益 1,370

そ の 他 経 常 収 益 15 ,023
貸 倒 引 当 金 戻 入 益 -
償 却 債 権 取 立 益 240
株 式 等 売 却 益 -
金 銭 の 信 託 運 用 益 -
そ の 他 の 経 常 収 益 14 , 783

経 常 費 用 1 ,554 ,045
資 金 調 達 費 用 82 ,721
預 金 利 息 79 , 716
給 付 補 填 備 金 繰 入 額 970
借 入 金 利 息 2,034
当 座 貸 越 利 息 -

役 務 取 引 等 費 用 71 ,779
支 払 為 替 手 数 料 5,425
そ の 他 の 役 務 費 用 66 , 354

そ の 他 業 務 費 用 154 ,218
外 国 通 貨 売 買 損 -
国 債 等 債 券 売 却 損 -
国 債 等 債 券 償 還 損 127 , 309
国 債 等 債 券 償 却 -
そ の 他 の 業 務 費 用 26 , 908

経 費 1 ,134 ,502
人 件 費 681 , 044
物 件 費 442 , 414
税 金 11 , 043

そ の 他 経 常 費 用 110 ,824
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 54 , 107
貸 出 金 償 却 -
そ の 他 資 産 償 却 -
そ の 他 の 経 常 費 用 56 , 716

経 常 利 益 109 ,037
特 別 利 益 23
固 定 資 産 処 分 益 -
そ の 他 の 特 別 利 益 23

特 別 損 失 7 ,809
固 定 資 産 処 分 損 3,709
減 損 損 失 -
そ の 他 の 特 別 損 失 4,100

税 引 前 当 期 純 利 益 101 ,251
法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 32 , 577
還 付 法 人 税 等 △ 32 , 067
法 人 税 等 調 整 額 △ 4 , 000
法 人 税 等 合 計 △ 3,490
当 期 純 利 益 104 ,741
繰 越 金（ 当 期 首 残 高 ) 305 , 274
当 期 未 処 分 剰 余 金 410 ,015



科 　 　 　 　 　 目 金 額
円

当 期 未 処 分 剰 余 金 4 1 0 , 0 1 5 , 6 9 2
繰越金（当期首残高） 3 0 5 , 2 7 4 , 0 3 4
当 期 純 利 益 1 0 4 , 7 4 1 , 6 5 8
優 先 出 資 取 崩 額 7 , 5 0 0 , 0 0 0 , 0 0 0
資 本 準 備 金 取 崩 額 7 , 5 0 0 , 0 0 0 , 0 0 0
積 立 金 取 崩 額 −
特 別 積 立 金 取 崩 額 －

剰 余 金 処 分 額 1 6 9 , 1 1 9 , 4 0 6
利　益　準　備　金 1 1 , 0 0 0 , 0 0 0
普通出資に対する配当金 （年2.00％） 6 , 6 1 9 , 4 0 6
優先出資に対する配当金 （年0.01％） 1 , 5 0 0 , 0 0 0
特　別　積　立　金 1 0 0 , 0 0 0 , 0 0 0
100 周年記念事業費積立金 5 0 , 0 0 0 , 0 0 0
繰越金（当期末残高） 1 5 , 2 4 0 , 8 9 6 , 2 8 6

令和7年6月26日現在

　南支店は、令和6年度より建替工事を進めてまいりまして、
無事に令和7年4月に新店舗をリニューアルオープンいたし
ました。

（　　　　　）自　令和6年4月　1　日
至　令和7年3月31日

以上、監査の結果正確適法であることを認証いたします。

なお、公認会計士後藤元一事務所による監査の結果、適法と認められております。

理 事 長 小　山　栄太郎
常務理事 藤 田 洋 平
常務理事 村　上　　　修
常勤理事 佐 藤 秀 徳
常勤理事 髙　橋　弘　則
理　　 事 佐　藤　 　輔
理　　 事 森　田　　　潔
理　　 事 清 水 敏 也

本 店 鈴　木　英　樹
鹿折支店 鈴　木　英　樹 （兼務）

内の脇支店 熊　谷　雅　則
津谷支店 佐々木　　　猛
志津川支店 佐々木　　　猛 （兼務）

南 支 店 村　上　達　也
松岩支店 大　坂　康　範
高田支店 小　松　文　之 （兼務）

大船渡支店 小　松　文　之
盛 支 店 小　松　文　之 （兼務）

東新城支店 山　田　真理子

常勤監事 及　川　由　美
監　　 事 髙　橋　台　藏
監　　 事 生　駒　利　夫

営業店店長一覧

トピックス第99期　剰余金処分

第99期 剰余金処分・役員・監査報告

これを下記の通り処分致します。

以上の通りであります。

令和7年 6月26日

気仙沼信用金庫

トピックス
令和7年度 営業店店長



大船渡支店
盛　支　店
（店舗内店舗）

大船渡市

住田町

大東町

千厩町
室根町

藤沢町

登米市
南三陸町

陸前高田市

気仙沼市 高 田 支 店

鹿 折 支 店

本 　 　 店

内の脇支店

南　支　店

松 岩 支 店

東新城支店

津 谷 支 店

志津川支店

岩手県

宮城県

気仙郡

一関市

本吉郡

営業店のご案内

【通常営業】

・本　　　店 宮城県気仙沼市八日町二丁目4−10 TEL 0226（22）6830㈹

・鹿　折　支　店 宮城県気仙沼市新浜町二丁目4−13 TEL 〃 （22）6950㈹

・内の脇支店 宮城県気仙沼市仲町二丁目2−30 TEL 〃 （22）6730㈹

・津 谷 支 店 宮城県気仙沼市本吉町津谷新明戸190−1 TEL 〃 （42）2666㈹

・志津川支店 宮城県本吉郡南三陸町志津川磯の沢117−49 TEL 〃 （46）2619㈹

・南　支　店 宮城県気仙沼市田谷12−1 TEL 〃 （23）6330㈹

・松 岩 支 店 宮城県気仙沼市松崎萱33−14 TEL 〃 （24）2700㈹

・高 田 支 店 岩手県陸前高田市高田町字馬場103−1 TEL 0192（54）2139㈹

・大船渡支店 岩手県大船渡市大船渡町字茶屋前162−3 TEL 〃 （27）8131㈹

・盛　支　店 岩手県大船渡市大船渡町字茶屋前162−3 TEL 〃 （27）4131㈹
（店舗内店舗）
・東新城支店 宮城県気仙沼市東新城二丁目10−1 TEL 0226（22）6731㈹

当金庫の営業区域と店舗所在地


